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 要  旨 
 
人物写真（特に集合写真）においては、撮影のタイミングと人物のまばたきの
タイミングとの関係で、目を閉じた状態で撮影されてしまっていることをしばし
ば経験する。このような場合でも、人物のまばたきの状況を判断できれば、目の
開いた写真を自動的に選択することが可能になると考えられる。  
まばたき検出については、これまで居眠り検出等の観点から検討が進められ、
様々な手法がある。例えば、十字のテンプレートを用いて、テンプレート上の目
の面積を求めることで検出する手法や、目領域のエッジの面積より検出する手法、
また学習データを用いた検出などがある。しかしこれらにおいては、カメラと人
物との距離が近く、画面中には一人の人物の顔部分のみが写っており、限定され
た撮影条件になっている。また、背景においても単純なものを用いており、室外
での撮影画像への適用には不向きである。  
本論文では、正面顔で目を開いた状態を「ベストショット」と捉え、まばたき
検出を利用してベストショットを自動的に選択する方法について述べる。処理の
流れは、まずカラー画像を入力し、顔領域を抽出する。続いて、顔領域からコン
トラストフィルタ、K-Means法を使用して目の候補領域を絞る。また、円形マス
クを用いて目近辺に特徴点を出力し、この特徴点に対し、Hough変換を施すこと
出量目を結ぶ直線を引く。以上の2つの処理より、目を検出する。検出した目の
画像に高次局所自己相関特徴を用いたまばたき検出を施すことで、最終的にベス
トショット画像の選択及び加工をする。まばたき検出手法は、多人数（カメラか
ら人物までの距離が遠くなり、目の部分の解像度が低くなる）、複雑背景の場合
にも適用出来る。これを元に、シャッターを押す瞬間の前後の画像系列を一時的
に蓄積し、この中からベストショットを自動的に選択する。また、閉眼画像を開
眼画像に置き換えて、ベストショット画像に加工することや、開眼閉眼画像より
ウィンク画像を自動的に作成するアプリケーションを作成した。  
本論文における提案手法により、0.5秒分の画像系列の中から人物が目を開いて
いる画像を的確に選択することが出来た。また、多人数で全員が目を開いた画像
が1フレームも存在していなくても、ベストショットへの加工により、全員が目
を開いている画像を出力することが出来た。 
 
